
 情報レポート 平成 30年 1月分  

（平成 30年 2月 7日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 1 月 19 日に公表した月例経済報告で、「景気は、緩やかに回復している。

先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、

緩やかな回復が続くことが期待される。ただし、海外経済の不確実性や金融資本市場

の変動の影響に留意する必要がある。」としている。 

 

一方県内中小企業では、前月比の DI値(景況、売上、収益、資金)全てが大幅に悪化

した。原油価格の値上げや人手不足の対応等で県内中小企業の経営環境は依然として

厳しい状況が続いている。 

 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 食料品 

正月三が日の出足はまずまずです。しかしながら、それ以降寒波の影響か外食関係

の客足が鈍く、特に旧来型の喫茶は相変わらず厳しい状況です。採用難と客数の減少

から営業時間を短縮している店舗もあります。 

 

② 木材・木製品 

今年一年右肩下がりのように感じます。ここのところ仕入値 UP、運賃 UPですが、売

値にはそのまま反映出来ない状況です。 

 

③ 鉄鋼・金属 

1月～3月期にかけては、生産量が最も低い期間であります。しかし「ふるさと納税」

のお礼品として重宝され、順調な生産が行われています。 

 

④ 一般機器 

1月度の売上高については、前月比及び前年同月比いずれも増加している。収益状況

については、前年同月比より好転するも前月比に対してはわずかであるが減少してい

る。業界の景況は前年より好転してきている。 

 

⑤ 輸送機器 

売上高前月比については、12.8%増加となりました。仕事量は輸出関係が堅調ですが、

国内はやや減少傾向にあります。売上高前年比については、1月で 7.1％増加しました。 

 

⑥ その他 

1 月の売上高は、前月比で 10％程減少しました。この不況はなかなか改善されそう

にありません。やはり東南アジア(特に中国)への輸出が大きく減少していることが最

大の要因です。今後、受注が増加することを期待しています。 



＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

商品群にバラツキがあり、良かったり悪かったりで勢いに欠けています。全体的に

市況は低調に推移しています。現在目玉になる商品がありません。 

 

⑧ 小売業 

今月は、ここ数か月厳しい状況であった高額品取扱店舗が好調。また、雑貨部門の

好調や閉店セールを行った店舗もあって、全体でも昨年を上回る結果となった。 

 

⑨ 商店街 

20年間継続したイベントが昨年度で終了。そして今年はとても寒い年始を迎え、前

半は通行量が減少した。 

 

⑩ サービス業 

平成 30・31年度入札参加登録の申請も終わり一段落しています。これからは入札の

時期となってきますので、取れるものがあれば頑張りたいです。 

 

⑪ 建設業 

職人さんの不足が目立ってきているようです。現場ですが人手が足らないというこ

とで、組合になんとか会員の職人さんに聞いてもらえないかという話が以前より多く

なったように思います。 

 

⑫ 運輸業 

例年年明けは荷動きが悪くなるが、予想以上に暇な一月であった。一方、軽油価格

は上昇の一途をたどり、運送業者には極めて厳しい新年スタートとなった。皮肉なこ

とに暇な分、ドライバー・車両不足の混乱は少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：情報・総務部 情報支援課    

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月 20日頃に公表しています。 

詳細は下記 URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

